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(2)　 alog b=t  …… ①  とおく。
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　 alog b> blog a   …… ④  を満たす実数 b  (b>0，b'1)  の値の範囲について考える。

　(2) の結果により， alog b=t とおくと，④ は　　t>
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(4)　まず， plog q  と qlog p  の大小について考える。

　0<p<1，q>1 であるから，1<q<
1

p
 が成り立つかどうかを調べる。
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　1<q<
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p
 が成り立たないから， plog q> qlog p  は成り立たない。

　よって　　 plog q< qlog p

　次に， plog r  と rlog p  の大小について考える。

　0<p<1，r>1 であるから，1<r<
1

p
 が成り立つかどうかを調べる。
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　1<r<
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p
 が成り立つから， plog r> rlog p  は成り立つ。

　以上から　　 plog q< qlog p   かつ  plog r> rlog p　0 1
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u　
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p
 と q，
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p
 と r の大小は次のようにして調べることもできる。
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